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ネ ス トル 作 rポ リ
「一 ス と グ レ ー プ の 殉教講話』

に お け る両数の 用法

工一1．　 作品に つ い て

1　 序　論

黒　　田　　龍 之 助

　 本論文は 中世 ロ シ ア の 聖 老伝で ある ， ネ ス トル 作 『祝福され た る殉教者ボ リ

ー
ス とグ レ

ー プ の 生涯 と殺害に つ い て の 講話』
［1）（以下 『講話』 と略 す ）の 言 語

を ， その 形 態論を 中心 に 分析 した結果の うち ， 特に 両数の 問題 を考察 した 研究

で あ る 。

　 こ の 作品 は 11世紀の 70年代か ら80年代初頭に ， 学僧ネ ス トル に よ っ て 書か れ

た と考 え られ て い る 。 ネス トル は か の 有名な原初年代記 ， すなわち r過 ぎし歳

月の 物語』 の 編者の
一

人 で あ り， また r洞窟修道院長 フ ェ オ ドーシ イ 伝』の 作

者で もある 。 彼は 文学史上 ， 中世 ロ シ ア で 最初の 歴 史家 と見な され て お り， 当

時
一・

流 の 知識人で あ っ た
。

　 こ の 物語の 主 人公 は そ の 題名か らもわ か る よ うに ボ リ
ース とグ レ ー プ で あ

る 。 彼 らは ル ーシ の 国を キ リス ト教へ の 改宗に 導い た ウ ラ ジ ー ミ ル 1世 の 息子

の うち の 最 も若い 二 人で あ っ た 。 1016年に 父 ウ ラ ジ ー ミル が死ぬ と ， そ の 息子

た ち の 問 で は キ エ フ 大公位の 継承を 巡 っ て 争い が起 こ る 。
ボ リース に もグ レ

ー

プに も大公位を狙 うよ うな政治的野心 は なか っ た の だが ， 兄ス ヴ ャ トポ ル ク は

二 人を暗殺 し よ うと刺客を 送 る 。 だが 二 人 の 侯は 内紛に よ る流血 の 惨事を 避け

よ うと ， み す み す刺客の 手に か か り， 無抵抗の うちに それ ぞれ 殺 さ れ て し ま

う。
こ こ まで が物語 の 前半部分で あ り， 後半は 無抵抗の うち に 死 ん で 殉 教者 と

して 崇め られ る よ うに な っ た ボ リース とグ レ ー プが ， そ の 死後に もた らした数

々 の 奇跡の 物語を伝 えて い る 。
ス トー リー展 開は 分か りや す くそ の 描写 も詳細

で 現実感に 盗 れ る もの とな っ て い るが ，
ビ ザ ソ チ ソ 聖 者伝の 伝統 に 忠実す ぎて

非個性的だ とい う評価もある 。

　また これ と同 じテ
ー マ に つ い て は ， 無名 の 作者に よ る 『聖 な る殉 教者ボ リ

ー

ス とグ レ ー プ の 物語 と受難 と賞賛』
〔2［（以下，『物語』 と略す）が ある

。

　キ エ フ ・ ル ー シ の 文学の 中で も重要な作品 とされ て い る こ の 『講話』 に つ い
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て は 様 々 な視点 よ り研究が な され て い るが ， そ の 傾 向は大 き く三 つ に 分類す る

こ とが で ぎる 。 まず 『講話』 の 背景 とな る史実 に 注 目した 歴史お よび 社会学的

研究 。 次に ボ リース と グ レ
ー プの 殉教 とい う行為 を扱 っ た 宗教お よび倫理学的

研究。 そ して 『講話』 と 『物語』 の 比較 ， 特に こ の 二 つ の 作品間の 関係や影 響

に 関す る 研究 で ある 。 こ れ らに つ い て は 数多 くの 論文が 発表 され て い る が ， 本

論文の テ ー
マ で は な い の で こ こ で は 考察 しない

。
〔3｝

　中世 ロ シ ア 語 で 書か れ た テ ク ス トと して の 『講話』 に 対す る ま とま っ た研究

は 著者の 知 る限 りない
。 唯一 ス レ ズ ネ フ ス キ ーが 『中世 ロ シ ア 語辞典』ω の 中

で こ の 作品か ら多 くの 例を 引用 し て い るの み で ある 。 そ こ で 本論文 は 全 テ ク ス

トを カ ー・ド化す る こ と に よ っ て 得られた デ ー タ を もとに ， 各種歴史文法書を参

照 しなが らこ の 作品 の 言語の 特微を分析 した 。 尚 テ ク ス トは ア ブ ラ モ ビ ッ チ 編

『聖 な る殉教者 ボ リー
ス と グ レ ー プの 聖者伝 と 彼 ら へ の 典礼鯉 に 基づ い て い

る。
ア ブ ラ モ ビ ッ チ は こ の テ ク ス トの 校訂 に 際 して ， 14世紀 の 『シ リベ ス トル

集成』 に 含 まれ て い る写 本を も とに ， 7編の 写本 の 比較を 行 っ て い る 。

【6［

　 1−2． 両数に つ い て

　中世 ロ シ ア 語で は 現代 ロ シ ア 語 と異 な り， 数の カ テ ゴ リ
ー

を 3種類持 う て い

た 。 即 ち 単数 と複数 の 他に も う1 つ
， 両数 （また は 双 数 ， dual

， 双Bo 齔 TBeHHoe

qHcao ） とい うの が存在 した の で ある。

　両数は 以下 の よ うな場合に 使用 され る 。

　 a ） 2 つ の 対象を示す場合。
こ れ は数詞 八bBa

，
　 nbB も ある い は 06a

，
06 ’h

が ある 場合は もち ろ ん ， ない ときで も文 脈か ら 2 つ の もの を示 して い る の が 明

らか な ときに 用 い られ る 。

　 b ） 2 つ で 対を 為す よ うな対象 を示 す場 合 。 特 に 身体部分 の 名称 で ペ ア とな

っ て い る もの に 用 い られ る 。 （但 し こ れ が 3 以上 に な る と きは ， 当然 複数 が使

用 され る 。 ）

　また 両数が 主 語 とな る場合は 動詞 もそ れ ぞれ の 時制に 合 わ せ て 特有の 活用 を

す る
。

　両数の 形態は そ の 格変化 に お い て 3種類 しか ない 。 即ち ， 主 格 と対格 お よび

呼格， 生格 と所格 ， 与格 と造格が それ ぞれ常に
一

致す る の で ある 。

　両数は か つ て すべ て の ス ラ ブ語 の 数の カ テ ゴ リ
ー

の 中に あ っ た が ， 現在で は

廃れ ， そ の 多 くが複数に 取 っ て 代わ られて い る 。 現代語 の 中で は不 完全 なが ら

ス ロ ベ ニ ア 語 と， ドイ ツ 。 シ ュ プ レ
ー一
川上流域 の 低地 お よび 高地 ソ ル ブ 語に残
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っ て い る
。 但 しス P ベ ニ ア 語 で は 主 格と対格 （呼格は ない ）， 与格 と造格は そ

れ ぞれ独 自の 両 数形 を 持つ が ， 生格 と所格 （前置格）は各 々 の 複 数 形 に 等 し

い
。

また ソ ル ブ語で は所格 が生格で は な く与格 と造格 に
一 致 して い る 。

　現代 ロ シ ア 語 で は 両数 の 痕跡が次の よ うな とこ ろ に残 っ て い る 。

　 i）対 を 為す もの を示 す名詞 の 複数主 格形 。

　例 ：6epera
，
60Ka

，
　rJa3a

，
　pyKaBa ；llJleqH

，
　 KoJleHH ，　oqH

，　ymH ．

　ii）数詞 2 （あ るい は 3 ま た は 4 ） と結び付 くと きに 特別 の 力点を持つ 単数

生格形。

　例 ：JLBa （TpH ，
　HeTblpe ）maPa

，
　qaca ，　P珮 a・

　数詞 TPH
，
　geTblpe も nBa ， （nBe ） と同様の 形を 要求す る の は 興味深い

。
こ

の 傾向は 17世紀中頃 まで に モ ス ク ワ で 確立 された と考え られ て い る 。

　両数 の 衰退がい つ 頃か ら始ま っ た の か ， そ の 時期を限定す る の は 難 しい
。 お

そ ら くは 文献 の 書か れ る 以前か らこ の 傾 向が あ っ た と考 え られ る 。 しか し文献

で は 13〜 14世紀 あた りまで 両数が ふ つ うに 使用 されて い る 。

　　　　　　　　　　 ∬　『講話』に おけ る両数

こ の r講話』 の 中に 現れ る両数を品詞 ご とに 分類す る と ， 次 の よ うに な る 。

1　 名　詞 （93例）

a ）男性名詞

b ）女 性 名詞

c ）中性名詞

　 2　 代名詞 （77例）

a ）人称代名詞

b ）指 示 代名詞

c ）関係代名詞

d）所 有代名詞

e ） そ の 池

　 3　 形容詞 （135例）

a ）短 語尾 形

b ）長語尾形

　 4 動 詞 （93例）

a ）直説法

b ）命令法

51例

28例

14例

3例

51例

4例

17例

2例

23例

112例

61例

7例
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c ）条件法

d ）分　詞

4例

27例

こ の 中か ら特徴的 と思わ れ る こ とを以下に ま とめ る。

　1 −1．　 『生格 ・ 対格』

　活動体名詞 ， 及び それ を修飾す る代名詞 ， 形容詞 の 両数は 単数 と同様に 本来

主格 と対格の 形が一
致す る

。 しか しこ の テ ク ス トで は 単数が新 しい 対格の 形を

生格か ら借用 した よ うに ， 両数 もまた 生 ・ 所格形 を対格に 用い て い る と考え ら

れ る場合が あ る 。

　To茸 MHo ＞KeCTBOMb 　uleApoTh 　cBoHxb 　nBH 　HaMb 　yronHHKy ，
　 cTpacToTep −

nUK ）　CBoelo ．，．（1036）

　「（神 は ）そ の 多 くの 慈悲に よ り， 下僕 に して殉教者で あ る （二 人の ）者を わ

れ われ に 示 され た 。 」

　HHaqa 　 Be π HKblM
’
b　rnacoMb 　upe 双b 　BcHM 賑　cnaBHTva 　 MH 　H 　Bora　H 　Ero

cBHTolo 　cTpacTo
’
repHliK）．（106　r）

　「彼は すべ て の 人 々 の 前で ， わ が神 とその 聖 なる二 人 の 殉教者を大声 で 賛美

しは じめ た 。 」

　HnpOCnaBHn ．la　BCH 　BOra　 H　CBflTO｝O　 ErO　 CTpaCTOTepfillK ） BOpHCa　H　r孤b．

6a，（114　B）

　「そ して すべ て の 人 々 は 神とそ の 聖 な る二 人の 殉 教 者ボ リー ス と グ レ ー プ を

賛美 した 。 」

　Bτ・cHpAHYB5 丑くe ，　 HpocJlaBli 　Bora　H　cBfiToK ） cTpacToTepn 耳K）， ＿ （115　a）

　「我に 返 る と， （彼は ）神 と聖 な る二 人の 殉教者を賛美 した …
」

　同様 に 形容詞短語尾形を使用 して い る例 もある 。

　＿ acBflTY 　celo　BopHca　z　rπも6a　y　ce6e 八ep ＞Ka皿 le．（92　r）

　「… こ の 聖 な る ボ リース と グ レ ー プ を 自らの もと に 置い た 。 」

　r生格 ・ 対格』 の 問 題 は ， 単数 と同様に 両数に お い て も判断を下すの が難 し

い 。 こ れは 中世 Pt シ ア 語 の 動詞の 格支配や格 の 用法に まだ不 明の 点が多い こ と

に も よる 。

Ir−2． 形容詞の 名詞化

形容詞の 長語尾形 の うち ， 名詞を伴わずに それ だけ で す で に 名詞の 役割を果
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た して い る 形容詞が71例ある。

　B汀a冫KeHafi 冫Ke　Toro 　Hac 諏もAoBaπa ，
．．．（95　a）

　「至福の 二 人の ほ うは それ （＝ 神の 意志）を受け継い だ …
」

　CBHTaH ｝Ke 　K　ToMy 　He　BK 双HMa 　6bicTa．（1096）・

　 lVC して ＿ 望 人 は 兄 え な 〜 1よ つ 7こ Q 」

　Pa皿も x〈e　cBHToK） nocTaB 疑　Bzb　ロepKBH ・＿（107　r）

　「二 聖人 の柩は教会内に 安置 された
…

」

　Xo＞lca− e ＞Ke 厳 cH甦 Ko 　gB∬TblMa 　Ha 　npa3nbHHKb 　eH）．（110　a）
・「こ の 者 もまた その 祝い の ため に 二 聖人を訪れた 。」

　1
’
loBliAa　MH 　fi｝Ke　o　cBfiTolo 　H 　o　cB兄TeMb 　oTqH 　HHI｛oπも．（112F）

　「私に 二 聖人の こ とと聖 ニ コ ラ の こ とを
’
語 っ て くれた 。 」

　など。 た だ しその 用法に おい て は 単数また は 複数の それ と特に 異な っ た とこ

ろは ない
。

　皿一3．　形容詞長語尾形の 生格，対格 ， 所格語尾

　生格 ， 対格 ， 所格の 語尾は
一 y正0 と一 〇ro の 2 種類が ある 。 語尾一 yroは 古

代教会ス ラ ブ語の 形で ，

一 ・Olo は 中世 ロ シ ア語に おけ る 新 しい 形だが ， その

使い方に は ほ とん ど差異が ない 。

　生格 ：

− yK） （15｛列）：6na＞KeHy ｝o　（89　a，　102　r ，　103　r，　1076），
6nH＞1｛bHyK ） （116　B）・

npe6Jla ｝KeHylo （116　r）　cBnTylo　（95　B ，
1Q2　r ，　1036　［2］・　103　r ，　108　r，　110　B・

113r，
1156）

＿ oK ）　（42i列）：6JIax〈eHolo 　（1026，　104　r ，
．105　B ， 、116　B），　cBfiToK）　（896・　103　B

［3］，
103・ ［2］，

1b4右
，
104・，

・1056
，
105阜 ［3］，

106・
，
106　6

，
106・

，
1076 匚2］・

107r　［2］，
108a

，　1086　［3コ， ．109B，　1Qgr，

・110a　［2］， ．1106・　110r　［2］プ　111a・

111p
，
1126

，　114a，
1146

，
116a，

116　B，
116　r）

　 対格 ：

− ylo　（31列）：6na冫KeHylo 　（1166），　cBfiTy｝o　（108　r・
115a）

− olo　（10例）　：6naH〈eHoK ）　（1036），　cBfiTo｝o　（105　r，　106　r，　108　a，
109　a，　112a

［2］，
112B

，
1146

，
114B）

　 所格 ：

− y正o　（2｛列）：6na＞KeHyK ） （1126），　cBHTY ｝o　（／04　a）　　　・　　
．

＿ oK ）　（6｛列）　：6na｝K
’
eH

’
oK ）　（1056），

　cBHToK ）　（105　a，
1056 ， 106　r，

112r
・
115　B）
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　 亘一4．　 動詞の バ リア ン ト

　1）
’
動詞 6blTliの ア ナ リ ス ト 3人称に は ， 完了体ア オ リス ト 6blCTa（4 例）

と不 完了体 ア オ リス ト 61コCTa （5例 ） の 2種類が あ る。

　61）lcTa　（1096，
1156　［2］，

115B）

　6もcTa　（92　B，
92　r

，
105　r

，
110r

，
115B）

　2）　ア オ リス b の 3人称語尾は一 CTa が44例 あ っ て有力だ が ，

一 一
　cTe とい う

語尾 もある 。 （2 例）

　rrOKaHCTeCH 　（1096）

　CJIbluユaCTe 　（115B）

　ll−5．　i数詞 との 結合

　1） ＜2＞　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　 2 は 必ず両数を とる。

　AB も 3曲 3鵡 cB もT ∬も （92　r）「二 つ の 明るい 星 」，
　 nBa 　 yHa （1136）「二 人の

若者」，
no 皿BOIo 　JLbHH正O （97　r）「二 日後に 」

　2） ＜3＞

　3 は 複数を とる 。 （〈4＞は 例が ない 。 ）

　TpHe 　My ＞KH （113a）「三 人 の 男」，
　 TpH 　I｛paTbl（115a）「三 回」

　 III−6． 両数 の 複数に よ る代用

　述語 とな る動詞 の
一

部が 両 数を複数で 代用 して い る例が見 られ る。 （［ ］・内

は予想 される両数の 形）

　 1）　 ア オ リ ス ト

　CBfiTaff冫lce，　HMIIIa 　3a　pyKy，　 BT ，3nBHrllla 璽99a春塑 旦 H 壬la級acTa 聊 aro 諏aTH

oil もneHan 　ero ；Taqe 　npvacTyrlxcTa 　H　npeKpeciTlicTa 　ero
，　noToM 　＞Ke 　fiaKbl

Hory 　ePo ，　 H 茎loMa3alHa 　no 　Hef   filco ）Ke 　MacnoMs ，　THHy 田 a　3a 　H正o ．・（112a−

6）［Hoca ，qlicTaffioMa3acTa ］　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．

　 「二 聖人は そ の 手を 取 っ て 彼を起 こ し，座 らせ る と彼 の 治療に つ い て 話
・
し 始

め た 。 それ か ら彼に 近づ い て 十 字を
．
切 り， そ の 後彼の 足 に も十 字を切 りt そ の

足を 引 っ 張 りなが ら油の よ うな もの を注い だ 。 」
．

　2）　能動現在分詞

　Taue　6bima　cblHoBe 　MHO3H 　y　BnaAHMepa
，
　 B　HHx ｝Ke 　6もごTa 　cB ∬Ta ∬ cxfl＿

TaKQ 　cBiSTfllllecH　aKbl ムBも 3Bち3八も cBもTa も nocpeA も TeMHblxrh ．．．（92B − r）
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〔CB ［BTfiuraCfi］

　「さて ウ ラ ジ ー ミ ル に は 多 くの 息子が あっ た が ， そ の 中に 聖 な る者が 二 人 い

た 。

…
二 人 の 光 り輝 くこ と とい っ た ら， ま る で 暗闇の 中に ある二 つ の 明 るい 星

の よ うで あ っ た…
」

　Cvaqe　x〈e　Bvanflllle　6」la冫KeHaH 　o τua　TaKo 　TBopnlua ．．．（936 − B）［BHAHIi エa］

　「二 人は 父親 の こ の よ うな振 る舞い を見て …
」
『

　3）　能動過去分詞

　CKopaA　）lce　Bpaqa 　H　lldtlJmaTenH，　vaMIIJe　冫Ke 　3a　cyxYH ）　Hory 　H　TpH ＞KAa

nPeKPecTHBIIIa ．．．（1066）　［HMLua ］

　「速効医に して 治療医 で あ る二 人 は ， 萎えた 足を 手に 取 る と ， 三 回十宇を切

っ た …」

　 この 点に つ い て は あとで 再び考察す る 。

　　　　　　　　　　　　皿　他の作品 との 比 較

　以上 『講話』 に お け る両数 の 特徴 を見て 来た が ， そ れで は こ の 結果を 同 じテ

ー マ を 扱 っ た 他の 作品 と比較 して み る と ど うで あろ うか 。 本来な らばすべ て の

品詞に つ い て検討すべ きとこ ろ だが ，
こ こ で は 特に 『講話』 に お い て ユ レ の 見

られ た 動詞 に つ い て概観す る 。

　比 較す る の は r講話』 の 他に ， 無名の 作者に よ る r物語』（7）お よび r原初年

代記』 の ラ ヴ レ ン チ イ写本第47葉の
，

ボ リー ス と グ レ ー プ の殺害に 対す る祈 り

の 部分 で ある 。
こ の 三 つ の 作品 よ り動詞 の 両数だ げを取 り出 して 分類す る と ，

次の よ うな結果が得 られ る 。

1　 直説法

［a ． 現 在

［b ． 未完 了過 去

　［C ． ア オ リス ト

［d ． 完　了

2　命令法

3　条件法

4　 分 　詞

　［a 。 能動現在分詞

　［b ．能 動過ま分詞

［講話］

61例

　7例

　7例

47例

4例

1例

27例

13例

9例

［物語］

27例

12例

11例

4例

8例

11例

5例

3例
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［年代記］

　13例

　 9例］

　　一 ］

　 4例］

　　一 ］

　11例

26例

19例］

4例］
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　［c ． 受動現在分詞　　　3例　　　　
一

　　　　2例］

　［d ． 受動過去分詞　　　2例　　　 3例　　　 1例］

　 もともと絶対量 の 違 う文献 なの で ，
こ の 結果を 単純 に 比 較す る こ とは 出来な

い
。 しか し例 えば 『講話』 で は 直説法に お い て ア オ リ ス トが 圧倒 的 に 多い の に

対 し ， 他の 作品で は それ ほ どで もない こ とや ， 完了形は r物語』 の み に 見 られ

る な ど， い くつ か 特徴が浮か ん で くる 。

　また IHI−6 で 指摘した よ うに ， 『講話』で は両数形を複数形で 代用す る例が見

られた が ， 『物語』 や 『年代記』 で は こ の よ うな ユ レ は なか っ た 。 ただ し こ の

よ うに あ ま りに も形 式が 整え られ て い る の は ， 後 の 時代に 規範 に 合わ せ る た め

形を 直した 可能性 もある
。 そ こ で 『講話』の よ うに い くつ か の ユ レ が ある ほ う

がか え っ て 古い 文献 で ある とも考 え られ る
。

　　　　　　　　　　　　　　 IV　結　論

　以 上 の 分析結果 よ り， 次 の よ うな こ とが考 え られ る 。

　こ の 『講話』 とい う作品 は そ の 主人公が二 人 とい うこ ともあ っ て ， 両数が数

多 く使用 され て い る 。 と くに その 格の 形態は ほ ぼ 規範 どお りで あ っ て きれ い な

パ ラ ダイ ム を形成す る 。 また そ の 用法 に つ い て も， 『生格 ・ 対格』 や 形容詞 の

名詞化 な ど基本的に 単数や 複数 の それ と差は ない
。

　 しか し動詞 で は 両数形を複数形 で 代 用 して い る場合が ア オ リス トで 2 例 ， 能

動現在分詞で 2 例 ， 能動過去分詞で 1例の 計 5 例が見 られ ，
こ の 現象は こ の 先

時代が下 るに つ れ て 両数形 が複数形 へ と移 行 して い くこ とをすで に 暗示 して い

る 。 また こ の 写本 の 書か れ た 14世紀 は ， 文献 の 上 で も両数が比較的に よ く使用

され る最後の 時代で あ り， こ れ 以降は 徐 々 に 使われ な くな っ て くる こ とを考慮

すれ ば ， こ れ は 非常に 興味深い デ ー タ を提供 して くれ て い る こ とに なる 。 ただ

し こ れだ けの デー タ よ り写本の 年代を判定す る の は 危険で ある 。

注（1） 原題 は く＜
z・ITeHue　 o ＞KHTHIi 　 li　 o　 nory6 五eH 照 6na｝KeHyK ） cTpacToTepllqa

　 BOPHca 　H　r」1136a 》

　（2） 原題 は 《C’bKa3aHHe 　 H 　 cTpacTb 　 H　 noxBaaa 　 cBfiTYK ） iuyqeHHKy 　 60pHca　 u

　 r論 6a》

　（3） た とえば こ の よ うな分 野 の 研究 に 関す る文献 目録 と し て は ，
Lenhoff．　 G．　 The

　 martyred 　 princes　 Boris　 and 　 Greb ： Asocio ．cultural 　 study 　 of　the　cult 　and

　 the　texts，　 Slavica　 1989．　 pp ．143− 159 が 詳 し い
。 ま た 特 に ロ シ ア ・ソ ビ ニ ト で 出

　 版 され た もの に つ い て は ， CnoBapb　F．HH ＞KHIiKoB 　H　KHH ）KHOCTH 　ApeBHe苴 Pycva．
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　BhlH ．1 （XI −nepBaA 　no 訌oBHHa 　XIV 　B ，） JL　 1987　 cTp ．398−408 に ま と ま っ て い

　　る
。

（4）　Cpe3HeBcKmh　レi．　H・：　MaTepliaJlhi　双” A　cJtoBapfi 　ApeBHe
−
pyccKoro　H3hlKa

　no 　 nHcbMeHHblM 　ilaMflTHHKaM ．　ToM ．1− III　reprint 　Gratz　1971．

（5）　A6paMoBnu 　A．　X ．： 冫KHTHfi　cBaTblx 　MygeHHKOB 　BopHca　H　rne6a　H　cny 》ic6bl

　HM ． 「leTporpa双 1916．た だ し
，

一部 明 ら か に 誤植 と思わ れ る もの に つ い て は
，

　CKa3aHHe　o　BopHce　H　FJIe6e．　Hay 【IHo − cnpaBoqHb1 苣 annapaT 　 H311aHHfi ・ M ・

　 1985．の 写真版 を参 照に し て ， 訂正 を 加え た と こ ろ が あ る。

（6） た だ し本 論文 で は ，
CHnbBecTpoBcKHth　c60pHHK の み を 分 析 し て お り， 他 の

　写本 に つ い て は 基 本 的 に 考察 の 対 象 と し て い な い
。 なお 写本に つ い て は 同書 CTP ．

　 1−VII 参照 。

（7） 分析 に あ tc っ て は 『講話』 と同様 に A6paMOBHq　の 校訂 テ ク ス F を使用 し た
。

　　こ の テ ク ス ト は 12世紀 に 編纂 され た ycHeHcKH 茴 c60pHHK に 基づ い て い る
。

た だ

　　し A6paMOBHq は 同書 27− 66ペ ージ に 渡 っ て こ の 物語 の テ ク ス トをあげて い る が
，

　最近 の 研究 で は 後半 の 奇跡 の 物 語が 後代 の 加 筆 で あ り， CKa3allHeと し て 認 め な

　い と い うの が 一般 的な 見 解 と な っ て い る
。

た とえ ば naMfiTHHKH　 nHTepaTyphi

　，
［lpeBHert　PycH　 XI−Haqaao 　 XII　B ．　JI．1978 も こ の 説 に 従 っ て い る 。 そ こ で 本論 文

　　も これ に 倣 い
，

テ ク ス トの 27ペ ージ か ら52 ペ ージ上 か ら 2 行 目ま で の み を 分析 の 対

　象 と した 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参 考 文 献 （注 ec挙げ た も の は 除 く）

　ABaHecoB　P．珂．　HBaHoB　B．　B．1・lcTopHuecican　ppa ．ScMaTnKa　pyccKoro　H3brKa ．

MopopoπorHfl ．　Fnaron ．　 M ．1982．

　BopKoBcKliA　B・H ・｝くy3HeUoB　H・C・McTopHqecKafi　rpaMMaTHKa 　pyccKoro　fl3blKa ・

M ．1965．

　ByaaxoBcKmi 　JL　A ．　 Kypc　pyccKoro　nzTepaTypHoro 　刄3blKa ．　 HcTopHqecK 舳

KoMMeHTap 廡廴　KHeB 　1953、

　Co60neBcKHA　A．　M．　JleKuHH　fio　HcTopHn 　pyccKoro　fi3blKa．　 KHeB．1888．

　田 aXMaToB 　A ・A ・HcTopHqecKa ∬ MoP 〔夢o誠om 兄 pyccKoro　H3blKa ．　 M ・1957・

　CnoBapb 　pyccKoro　 fi3bエKa 　X 工一XVII　 BeKoB ．　 ToM 　1−15　 M ．1975．（刊行 中）

　Stender−Petersen ．　Anthology　of　Old　Russian　Literature．　Columbia　 Univ。　Press

1954．

　福 岡 星児 「ボ リ
ーx とグ レ ープ の 物語」『ス ラ ブ 研究』 第 3 号 ，

1959．
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       YrroTpe6JIeHHe ABoticTBeHHoro  qHcJIa  no  TeKcTy  
`.`

 
LITeHHe

       o  )f(HTHH  H  o Hory6neHuH  EopHca H  rne6a" HecTopa

                                           PioHocyKo KYPOnA

    
"LITeHHe

 o >KHTHH  H o iiory6JLeitHH  BopHca  H  Fne6a"  co3naHo  B  7e-80-bix

ronax  XI  BeKa  u3BecTHblM  neTonvacueM  HecTopoM,  aBTopoM  
">I<HTHfl

 ¢ eofzocHn

I"IeqepcKoro" " HeKoTophix  cTaTeti  B  
"InloBecTH

 BpeMe}iHbix  JieT".  I'Ie cone-

P>KaHHIo oHo  CoCTonT  H3  nByx  HacTeta:  B  1-oB HoBecTByeTcfi  o  3noAedcKoM

y6HBcTBe  nByx  6paTbeB, a Bo  2-on-o6  Hx  MHorogucneHHNx  gyl[ecax.  fi3blK
"tlTeHHH"

 ficHblil, nonpo6Hblil,  o6pa3Hblti.  KoMRo3HuHoHHo HecTop  c"enyeT

TPaJIHUHOI･tHOn  BH3aHTHHCKOva  CXeMe  >ICHTHff.

     AHanH3MPyfi gToT  TeKcT  no  cHHcKy  CHJIbBecTPoBcl{oro c6opHxKa  XIV

BeKa,  Mbl  3aMegaeM,  gTo  c MopopororHuecKoth  TogKH  3peHufl  B HeM  oHeHb  gacTo

ynoTpe6nfieTcfi nBoticTBeHHoe  gHcno.  DTo  KaTeroPHfi  gHcna,  KoTopa"  ynoT-

Pe6nfieTcA: 1) KopAa  pegb HAeT  o nByx  upenMeTax,  rlPHHeM  KoJHgecTBO  Mo>KeT

H  He  6blTb YKa3aHO, eCJIH  H3  KOHTeKCTa  nOHfiTHO,  gTO  PeYb vaneT  O JZBYX nPell-

MeTax,  2)  Korna  cyluecTBHTenbHoe  o6o3HagaeT  nPenMeT,  cocToflllzHn  li3 nByx

oAHHaKoBblx  gacTeti.

     B AaHHoM  TeKcTe  B tpopMax nBovacTBeHHopo  gvaena  yrtoTpe6nmoTc" 93 HMe-

Hu  cyruecTBHTenbHblx,  135 vaMeH  npH"araTenbHblx,  77 MecToHMeHxva  H  93 r"arona.

B  "pHHqHne  TeKcT  cBHneTenbcTByeT  o perynfipHoM H npaBHnbHoM  no  3HageHHn

ynoTpe6JeHvava ABotacTBeHHoro  -Hcna.  ExlclloJb3oBaHHe ponHTenbHOrO uane>Ka

BMeCTO  BHHHTenbHOrO  CYllleCTBliTeJbHblX,  0603HaHa}OUiHX  OAYllIeBneHHble  nPeJl-

MeTbl,  fiBJrAeTCfi MOPq)OJIOrHHeCKHM  {PaKTOM  B nBOACTBeHHOM  TaK  )Ke, KaK  H  B

enuHcTBeHHoM  li MHo>KecTBeHHoM  gHcnax.  OKoHgaHHe npHJaraTenbHf)Ix  poAH-
TenbHoro,  BvaHuTenbHoro  H  MecTHoro  nane>Iceti  nBo"cTBeHHopo  gHc"a  HMeeT

(l)opMy  cTapocnaBHHcKoro  Tflna  (-y}o) H  ApeBHePyCCKoro  (-OK}), a  pa3Hvalla

ynoTpe6"eHHH Me>KJ[y  HzMH  He  fiCHa.

     Kone6aHHfi B HcHonb3oBaHHU  ABoiacTBeHHoro  gHcna  BCTPegalOTCfi  TonbKo

B  cKnoHeHuax  rasaroAoB.  BMecTo  ABoticTBeHHoro  gxcna  B tpopMe MHo>IcecTBe-

HHoro  ynoTpe6nfleTcfl 2 aopHcTa,  2 npHgacTH"  AevaCTBHTeabHoro  3a"ora  HacTofi-

-ero  BpeMeHH  H 1 npHgacTHe  neth. 3. nPollJenruerO  BPeMeHll.

     no  cpaBHeHHEo  c TeKcToM  
"CKa3aHHfl

 o  SoPHce H  Fne6e"  Heva3BecTHoro

aBTopa  (no crrHCKy  YcneHcKoro  c6opHHKa  XII Belca),  TonbKo  B  
"tlTeHHH"

Ha6nlona}oTcfi  Kone6aHHfi  B HcnoAb30BaHHH  rnaponoB.

     TaK  KaK  
"tlTeHHe"

 no  AaHHoMy  cnHcKy  HaHHcaHo  B XIV  BeKe,  Mo)lcHo

npeAfio"o}KHTb,  gTo  3aMeHa  nBoticTBeHHoro  gHcna  MHo>KecTBeHHbiM  uocTeneHHo
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HaUHHaemaCb  Y>Ke B  nHCbMeHHOM

oKoHgaTeabHo  TpyAHo,  TaK  KaK

uruMH  nepenHcgm{aMli.

fl3hlKe Toro  BpeMeHva.

B CnHCKaX  B03MO)KHbl

 Ho  yTBep>KAaTb gTO

HcllpaBneHHfi  rro3nHeti-
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